
 

治療を終え、元気になるまで！ 

ドイツ国際平和村の子どもたちは、治療を受けるため、 

ドイツに滞在しています。 

アフガニスタンのシェキバや治療を受けている子どもたち

を１年間、追跡取材しました。 

 

文：Michael Güthlein 

写真：Toby Binder 
カブールからデュッセルドルフ空港に到着し、このまま、病院

へと救急車で移動します。 

帰国？それともドイツで引き続き治

療？ 

シェキバや彼女の友だちが、食堂に

います。今日の食事は子どもたちの

大好きなミートソーススパゲティ。そし

て、デザートにイチゴヨーグルトです。

ドキドキする子どもたち、うわさ話が

飛び交い騒がしくなりました。治療を

終えて、母国に帰れるのは誰だろう。

引き続き、治療をするため、ドイツに

残るのは誰だろう。食事後には、帰

国する子どもたちの名前が発表され

ます。ラビーナは、すでにわかってい

るのでしょう。微笑んでいます。２０２

０年９月末、ここにいる子どもたちは、

長い治療をようやく終えました。何千

キロも家族と離れ、元気になるため 

に、手術を受け、痛みに耐えてき

ました。シェキバは、ラビーナと

帰国することを心から望んでいま

した。 

シェキバ、１０歳、やせ型の恥ず

かしがり屋。２０２０年２月１２日

にタジキスタンの航空会社

Somon Airのチャーター機でドイ

ツ・デュッセルドルフにやってきま

した。チャーター機には、７４名の

ケガや病気を抱えた子どもたち

が乗っていました。彼らは、それ

ぞれ、アフガニスタン、タジキスタ

ン、キルギス、ウズベキスタンか

らのこのチャーター機に搭乗しま

した。この日の気温は０度。とて

も冷たい風が吹いて 

います。救急車とバスが滑走路へ

移動し、救急隊員たちが子どもた

ちに毛布を掛け、移動を補助して

います。その中にシェキバもいまし

た。左足に強い痛みがあり、松葉

杖なしでは歩行ができません。 

 

子どもたちは、それぞれ、顔に瘢

痕があったり、足が屈曲していた

り、腕に包帯を巻いていたり、片方

の足が極端に短かったり、中には

泣いている子どもたちもいます。 



“もしも、アフガニスタンに残っていたら、 

足を切断しなければならなかった” 
ラビーナ（１２歳） 

空港では、様々な業務をスムーズに進めてい

かなければなりません。バスに乗る子、病院へ

移動するため救急車に乗る子どもをスタッフや

救急隊員が分けていきます。子どもたちの受

け入れ病院はドイツ各地にあります。直接病院

に入院ではなく、バスでドイツ国際平和村の施

設へ移動する子どもたちもいます。デュッセル

ドルフ空港から施設まではバスで３０分ほどで

す。 

ドイツ国際平和村では、５０年以上もこの活動

を続けています。２歳から１２歳までのケガや

病気を抱えた子どもたちを、紛争地や危機的

状況にある地域より年間２５０名から３００名ほ

どドイツへ連れてきます。子どもたちは半年、

もしくはそれ以上の期間を治療のため、ドイツ

で過ごします。彼らの母国では医療制度が

整っていないため、治療することが不可能で

す。 

アフガニスタンのマルーフ医師（舞台真ん中）が治療のため渡独する子どもたち

の家族へ説明をしています。マルーフ医師は援助飛行に毎回同行しています。 



到着後の朝： 

シェキバは、ドイツ・ゲロルシュタイン市

にある聖エリザベス病院の隔離部屋に

いました。テレビ用のイヤホンで遊んで

います。彼女の両親がくれた赤と黒の

毛糸の帽子と黒いマフラーを巻いてい

ます。シェキバはアフガニスタン西部の

ヘラートの出身で、両親と姉妹・兄弟と

一緒に暮らしていました。 

シェキバは彼女の部屋に入ってきた感

染防護服を着た大人たちを疑い深く見

つめます。ドイツ語はわかりません。わ

かるのは、ドイツ国際平和村スタッフが

チャーター機の中で教えた平和村ジェ

スチャーです：「トイレに行きたい」

（グーの手で親指を上げる）「おなかが

空いた」（手の指を閉じて口へ運ぶ）

「痛い」（手の甲をさする） 

シェキバは父親手製の木の松葉杖を 

 

使って、部屋中を駆け回ります。 

 

夜、シェキバは泣きながら、パパ・マ

マと呼んでいました。隣の部屋にいた

ラビーナがシェキバをなだめます。ラ

ビーナもアフガニスタンから治療のた

めにドイツにやってきた女の子です。

「私はシェキバに “泣かなくて大丈

夫だよ。ここにいることはパパもママ

も知っている。ドイツ国際平和村には

たくさんの友だちがいるわ。”と言いま

した」落ち着いて、しっかりとした１２

歳のラビーナがそう語ります。年齢よ

りも年上に聞こえる低くて太い声をし

ています。ラビーナはすでに１年以

上、ドイツで治療を受けています。そ

のため、ドイツ語も流暢で、シェキバ

の通訳もしてくれています。「ドイツへ

到着して１週間目は、私もよく泣いて

いたわ」とラビーナは話します。 

 

 

「キリスト教の精神に

基づき、支援を続け

ています」 

 
ゲロルシュタイン聖エリザベス病院

医師Andreas Leffler 

シェキバ。ドイツ到着初日。足に激痛あり。アフガニスタンでは、これ以上治療ができませんが、 

ドイツ・ゲロルシュタイン市の病院では治療が可能です。ドアの向こうからラビーナがのぞいています。 



ラビーナはだんだんと新しい環境に

なれ、９回の手術をすでに受けまし

た。「もしも、アフガニスタンに残って

いたら、足を切断していたと思う」現

在、ラビーナは問題なく歩行ができる

ようになっています。 

到着後１日経過。シェキバの検査結

果が出ました： 

血行性骨髄炎。原因はたぶん治療

をしなかった扁桃腺炎によるもの。

未治療の結果、感染症で四肢に影

響が出てしまうことがあります。最悪

の場合は、敗血症で亡くなることもあ

ります。 

ドイツ国際平和村とゲロルシュタイン

の病院による共同活動のきっかけ

は、この病院の Leffler医師です。彼

は、長年、軍の外科医として、アフガ

ニスタンや諸外国で活動していまし

た。「現地の医療状況はよく知ってい

ます」と彼は言いました。「ドイツでは

治療支援をすることが可能です。こ

れは１００パーセント、キリスト教の精

神によるものです」 そして、それら

はプロボノ（各専門家が自身の知識

や技術を無償で提供し、社会貢献す

ること）です。病院は、入院や治療に

掛かる費用を負担、登録ボランティ

アが子どもたちに付き添う。この無償

で治療を提供してくれる病院が、

年々減少してきているとドイツ国際

平和村代表のケビン・ダールブルフ

は語ります。 

シェキバはドイツに来てまだ日が浅

く、ホームシックが強くなり、泣いてば

かりいました。ある日、彼女が窓から

逃げだそうとしているのに気がつい

た病院の医師たちは、一度ドイツ国

際平和村の施設で生活させることに

しました。 

ドイツ国際平和村施設には、居住施

設、リハビリテーション施設、学びの

場、それに大きな食堂があります。

壁には、以前いた子どもたちの絵も

びっしりと飾られています。いろいろ

な言葉で書いた「平和」の文字が目

にとまります。屋外にはスポーツが

できるコートや公園もあります。 

シェキバは３月６日と３月２６日に手

術を受けました。感染している部分

の骨を取り除きます。医師たちは骨

に穴をあけ、検体をとり詳しい検査

で、病原菌を突き止めます。 

食事の時間： 

「いただきます」 

ではなく、 

「平和」 

の掛け声で食事が

始まります。  

ドイツ国際平和村で

の子どもたちの団

結力はとても強い。 

 

彼らの母国では、

大家族の中で大き

い子が小さい子の

面倒を見るのが当

たり前なのです。 



その後、抗菌薬を炎症の起きている部分

に投与し、新たに炎症が起きることを防ぎ

ます。時間が経つにつれ、骨も新たに形

成されます。「これなら手術が可能だ」と

Leffler医師は言います。「このような炎症

の多くは、全治可能です。形成異常になっ

たり、足の切断をする必要はありません」 

シェキバは５月に再手術の予定です。脛

骨の一部に肋骨の骨を移植します。その

箇所にメタルを入れ、足を安定させます。 

シェキバが渡独した直後から、コロナ・パ

ンデミックにより、ドイツ国際平和村の活

動が様々な影響を受けています。ドイツ国

際平和村への訪問も規制され、子どもた

ちへ算数や母国語を教えてくれる学びの

場のボランティアスタッフも来ることができ

なくなりました。スタッフたちは、３シフト制

で勤務しています。子どもたちを毎日検温

し、体調管理をしています。最も大きな影

響を受けたのは、定期的に取り組んでい

るアフガニスタンやアンゴラへの援助飛行

です。今も、治療を終えた子どもたちがい

つ母国へ帰国できるかは、はっきりしてい

ません。治療を必要としている子どもたち

の受け入れもストップしています。ドイツ国

際平和村にとって、とても辛い時期です。 

１９６７年１２月、ドイツ国際平和村は初め

て医療援助を行いました。対象は、ナ

パーム弾で火傷を負ったベトナムの子ど

もたちでした。 

１９７５年に、ベトナム戦争が北ベトナムの

勝利で終結した際、ドイツ国際平和村に

滞在していた南ベトナムの子どもたちを母

国へ帰国させることができませんでした。

子どもたちは、その後、ドイツで生活して

いくことになりました。ドイツ国際平和村

は、１９８０年代までは、帰国できなかった

ベトナムの子どもたちの世話に従事して

いました。この経験から、現在では治療を

受ける子どもたちは、治療後必ず母国へ

の帰国受入れを保証してもらうことにした

のです。そして、政治的にも宗教的にも中

立の立場でいることを心がけています。そ

うすることで、家族間や公的機関、それに

宗教上で問題が起こることを避けられま

す。ドイツ国際平和村では、宗教的な祝日

の祝い事はしません。クリスマスやラマダ

ンの終了を祝うお祭などはせず、フリーデ

ンスフェスト（平和を願うパーティ）を年末

に開催します。  

「家族は、 

私たちを信頼

し、ドイツでの

支援を必要と

してきます」 

 

アフガニスタン

マルーフ医師 



「“強くいる”という意味が、 

ドイツ国際平和村とドイツでは

全く違うように感じます。」 

 

ドイツ国際平和村 

カトリン外科医 

す。 

「子どもたちの中には、問題なくすぐに

新しい環境に慣れる子もいます。 

シェキバのように、慣れるまでに時間

がかかる子どももいます。」とスタッフ

のManazは説明してくれました。５３歳

になる彼女は、６年前から子どもたち

の施設担当スタッフとして働いていま

す。約５０名ほどの女の子たちが彼女

の担当です。朝、子どもたちを起こし、

ベットの整頓や歯磨き、髪をとかすま

でつき添います。検温や瘢痕のクリー

ムを塗り、おねしょをした子どものシー

ツを取り替え、病院へ行く子どものカ

バンの準備をしています。その間、子

どもたちとハグしたり、話に耳を傾けた

りもします。「シェキバが病院にいると

きは、電話で会話をし、気を落ち着か

せました。」 

Manazのように子どもたちの施設担当

スタッフは、子どもたちが安心して生活

できるように考えて仕事をしています。

だからといって、代理ママになっては

いけません。このバランスのとり方はと

ても難しいものです。子どもたちは治

療を終えたら、母国の家族のもとへ戻

ることを知っています。子どもたちが混

乱しないためにも、このバランスのとり

方は大事なことです。食堂では、大勢

で一緒に食事をします。子ども同士

は、母国語で会話しています。一部屋

に４人の子どもたちが共同で過ごして

います。「働き始めたころは、仲がよく

なった子どもたちが帰国するたびに寂

しくて涙を流し、それと同時に帰国を大

喜びしていました」とManazが語りま

す。「この仕事を続けていくなら、子ど

もたちはいつか必ず元気になり、母国

の家族の元へ帰国していく。彼らは、

治療をするためにドイツへやってきた

んだと理解しなければなりません」 

「子どもたちは、ほっとできる場所を求

めています」と語るのは、リハビリテー

ション施設のカトリン外科医です。家族

から離れ、治療のためドイツに滞在す

ることは、容易にできることではありま

せん。「“強くいる”という意味が、ドイツ

国際平和村とドイツでは全く違うように

感じます」 ドイツ国際平和村の支援

ドイツで治療を受けている子どもたちは、義務教育を免除されていますが、 

登録ボランティアスタッフたちにより、様々な学びのプログラムが提供されます。 

ドイツへ治療へ来る子どもたちのリ

ストは、現地のパートナースタッフが

準備します。アフガニスタンには、協

力して活動をしているマルーフ医師

がいます。ふっくらした体形で白い長

ひげを生やした男性は、静寂なオー

ラをまとっています。彼は援助飛行

の際は、必ず子どもたちに付き添

い、ドイツへやってきます。「家族は、

私たちを信頼しています。そして、ド

イツでの支援を必要としています」と

英語で説明しました。各地域にいる

医師たちとのネットワークを通じて、

マルーフ医師に連絡が入ります。そ

して、ドイツでの治療が必要かどうか

を判断しています。 

２０２０年８月３日。シェキバは、順調

に手術を終え、ドイツ国際平和村で

リハビリをしていました。ドイツ語も

少し話すようになりました。父親の手

製の松葉杖ではなく、整形外科用の

松葉杖を使用するようになっていま

した。嬉しそうに友だちと庭を駆け回

り、ブランコや滑り台で遊んでいま 



で治療を受けている子どもたちは、母

国の両親と手紙のやりとりをしていま

す。これは実用的な方法でもあります。

家族の中には、地方に住んでいて、携

帯電話やインターネットなどが普及して

いなかったり、入手できなかったりしま

す。 

どの家族にも平等であるために手紙

の交換をするようになりました。電話

で声をきいて、お互いのホームシック

が強くならないためにも、この方法が

一番有効です。 

子どもたちと家族を長い期間離して

大丈夫なのか？という質問にドイツ

国際平和村代表ケビン・ダールブル

フが答えてくれました。「今までの経

験で、大丈夫だと理解しています。ど

の年齢でも治療後の母国への再イン

デグレーションは可能です。ただ、ド

イツの滞在が長くなればなるほど、

困難なこともあります。」「もしも、子

どもたちのケガや病気が治癒し、身

体的には元気になったとしても、そ

のために心理・精神的に負担が出

てきたとしたら、子どもたちを預かる

上での責任をまっとうしているとは

言えないでしょう」 コロナ危機で、

子どもたちは通常よりも長い期間ド

イツに滞在しなければなりません。

子どもたちから「いつ帰れるの？」と

聞かれます。タジキスタンへ飛ぶ飛

行機に空席がでたと聞いたドイツ国

際平和村はすぐに子どもたちが帰

国できるように予約を入れ、慌ただ

しく帰国準備がされました。このよう

な非日常があると、子どもたちの中

に動揺が走ります。 

帰国する子どもと治療のためドイツに残る子どもの別れのシーン。窓越しに別れを告げます。 

ドイツ国際平和村 

ドイツ国際平和村は１９６７年に

あるグループにより設立されまし

た。グループの中には、プロテス

タント教会の牧師だったFritz 

Berghausもいます。設立当初の

目的は、イスラエルとアラブ諸国

の６日間戦争で傷ついた子ども

たちへの支援でした。この戦争

は６日後、国連の仲裁が入り、

停戦となりました。当時、ベトナ

ムでも内戦が続いており、ベトナ

ムで傷ついた子どもたちへ支援

をすることにしました。１９８０年

代にはアフガニスタン、その後

ジョージア、アンゴラへの援助を

始めました。現地の医療状況向

上のため、各国に医療プロジェ

クトや基礎健康診療所を建設す

る活動も行っています。ドイツ国

際平和村の活動は寄付で成り

立っています。 



ドイツ国際平和村には公園やスポーツ

広場があります。シェキバはようやくドイ

ツでの生活に馴染んできて、ホームシッ

クも減りました。 

帰国用カバンを詰めるという作業。これ

はドイツ国際平和村では大切な儀式の

ようなものです。子どもたちは私物やお

気に入りの衣類を母国へ持ち帰ることが

できます。帰国がカオスにならないよう

に、事前のこの作業は済ませておきま

す。タジキスタンの子どもたちの帰国が

急に決まったことを経験した子どもたち

は、自分たちのカバンも念のため詰めて

もよいかどうかをスタッフに聞いていまし

た。もちろん、事前にカバンを準備してよ

いとの返事で、子どもたちは喜びました。 

９月２２日。ドイツ国際平和村は翌日アフ

ガニスタンへ飛ぶチャーター機を準備す

ることができました。コロナ感染が広がっ

てから、初めてのチャーター便です。帰

国する子どもたちの名前が食堂で呼ば

れます。名前が呼ばれると拍手と机を叩

く音が響きます。子どもたちの中には

「Nach Hause（家に帰れる！）」と叫ぶ子

もいます。 

シェキバの名前は呼ばれません。涙をぬ

ぐっています。彼女の治療はまだ終わっ

ていません。メタルを足から抜く手術がま

だあります。シェキバは机の下にもぐって

しまいました。友達が彼女を慰めます。

「シェキバ、泣かないで」 シェキバは小

さい声で言います。「私も帰りたい」 

翌日、帰国する子どもたちとのお別れ

の日です。帰国する子どもたちは、き

れいな服装をしています。女の子は、

カチューシャをしていたり、スカーフを

巻いていたり、男の子たちは、ハンチン

グ帽やサングラスをかけています。子

どもたちが合唱し始めました。

「Gewonnen（勝った） Nach Hause（家

に帰れる）！」小さな行列がドイツ国際

平和村の施設を出発します。少し離れ

たところにいるスタッフやドイツに残る

子どもたちに手を振り、最後にもう一度

ハグをしたり、「Danke（ありがとう）」と

伝えています。シェキバは、はじっこに

隠れるようにいました。子どもたちが通

り過ぎるとき、シェキバは目を閉じてい

ました。 

１０月１４日。シェキバのメタル除去の

手術がありましたが、残念ながら、症

状がよくありません。２週間後、再手術

が予定されました。彼女の治療がどう

なっていくかは、これからです。うまくい

けば、２０２１年前半には、母国に帰国

できるかもしれません。身長も伸び、ド

イツ語も流暢になり、痛みなく歩くこと

が可能になっているでしょう。 

ドイツ国際平和村には公園や

スポーツ広場があります。 

シェキバはようやくドイツでの生

活に馴染んできて、ホームシッ

クも減りました。 

Michael Güthlein： 

ドイツ国際平和村に１年以

上通い続けました。ケガや

病気を抱えていても、子ども

たちが明るく、無邪気に遊

ぶ姿が印象強く残りました。 

Toby Binder： 

写真家。久々に会った子ど

もたちが自分の名前を憶え

てくれたことが嬉しかった。

子どもたちからは、Toby（ト

ビー）ではなく、「Tuppi

（トゥッピー）」と呼ばれてい

ます。 

 

 

 

出典：2020年12月発行 

“chrismon“ 

 （プロテスタント雑誌）  


